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	実験「プラスチックの性質の確認」（金属のめっきと合金は時間があれば）


１　目的

身近な物質であるプラスチックの性質（融点が低い、加工しやすい）を確認する。（銅板に亜鉛めっきをすることで、金属光沢の違いを観察する。またそれを熱して合金になることを確認する。）
２　注意
やけど注意！
（水酸化ナトリウム水溶液に注意。目に入れない。実験めがねを着用しなさい。）
３　準備

プラスチック片（ポリエチレン、ポリスチレン、PETなど）、銅板（10×10mm）1枚、
（亜鉛粉末大さじ1杯、6 mol/L水酸化ナトリウム水溶液）、
ガスバーナー、（三脚、金網、蒸発皿）、ライター、ピンセット×2
４　方法 ＆　５　考察
1） プラスチックの性質の確認
(1) [image: image1.emf]プラスチック片（ポリエチレン、ポリスチレン、PETなど）を適当な大きさ（5 mm×30 mm程度）に切る。
(2) プラスチック片をピンセットでつかみ、弱火であぶる。プラスチックがやわらかくなったらもう1本のピンセットで曲げて加工できることを確認する。
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(3) [image: image2.emf]プラスチック片をさらにあぶると炎が出たり黒くなったりして液体状になる。液体の玉を直径1 mm以上になるように注意深く熱してから、ピンセットでつまんで長く引き伸ばす。糸になることを確認する。（プラスチックから炎が出ていたら息で吹き消してから延伸する）
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2） 金属のめっきと合金（時間があったら）
(4) 蒸発皿に亜鉛粉末大さじ1杯を入れる。それが浸る程度の6 mol/L水酸化ナトリウム水溶液を加える。（深さ1 cm以下で十分）それを三脚、金網上で弱火で熱する。湯気が出るようになったらごく弱火にして沸騰しないようにする。（沸騰すると有毒な気体が発生してむせる）

(5) 沸騰手前の温度になったら、きれいな銅板を入れる。（指紋などは洗剤で洗っておくとあとが残らない）銅板の様子を観察する。時々かき混ぜて、銅板全体がねずみ色になったら（約1分）蒸発皿から取り出す。
水酸化ナトリウム注意
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(6) 銅板を水洗いする。はじめはピンセットで持ってざっと洗い、その後は指でこすり洗いする。銅板の表面に亜鉛がめっきされた状態になるので観察する。
	変化の様子と変化後の観察




(7) 亜鉛めっきした銅板の水分をよくふき取り、ガスバーナーの弱火で熱する。徐々に色が変わる。全体が均一に変色したら（約20秒）流水で急冷させ、観察する。
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3） 片付け

ピンセットは、付着したプラスチックを落として返却。蒸発皿は内容物を流しで捨てて水洗いして教卓に戻す。実験机はプラスチック等をはがして、水拭きする。
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